
アメリカ合衆国大統領 

ジョー・バイデン殿 

 

抗議文 

２０２４年５月１８日 

原水爆禁止日本協議会 

 

 貴国政府が２０２４年５月１４日におこなった臨界前核実験に対し、被爆国の

運動として強く抗議する。 

 

核エネルギー省安全保障局（ＮＮＳＡ）は、今回の実験が核弾頭の安全性や有

効性、性能改善に向けたデータ収集に目的があるとしている。これは、バイデン

政権が策定した２０２３年核態勢見直し（ＮＰＲ）による設計寿命を超えた核兵

器の更新、近代化をはかる「交代プログラム」と一体のものである。 

 
貴国政府は、他国の核兵器の開発・取得・保有に反対する一方で、自国の核は「安

全の保証」であり、「侵略を抑止」し、戦争を「防止」すると繰り返している。し

かし核兵器は、ウクライナの戦争にもみられるように、侵略や戦争を「防止」しな

いばかりか逆に危険をエスカレートさせ、一度使われれば人類滅亡にさえ通じる

ものである。 

 

現在、圧倒的多数の国ぐにが「核兵器のない世界」による安全保障を求めて核兵

器禁止条約を支持し、条約に参加している。２０２１年１月に発効した核兵器禁止

条約は、核兵器の開発、実験、保有、使用と威嚇を含めて、核兵器のあらゆる活動

を禁止している。 

 

 どんな形であれ、今後一切の核実験をおこなわないこと、核近代化計画の中止を

強く要求する。同時に、貴国がこれまで誓約してきた「核兵器のない世界」の実現

にむけて、核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議での合意事項の履行や、核兵器禁止

条約への参加など、誠実に行動することを要求する。 

 

以上 

 


